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のは，約半世紀後の1816年である。〕
69）　鎖等に商人が同意した点に関しては，1839年３月の鄧廷楨らによる上奏文を参照。『籌辦夷務始末』

（道光朝），巻６，３～６頁。林則徐らの上奏文については，『籌辦夷務始末』（道光朝），巻10，36～
37頁，を参照。

70）　Chinese Repository, 11 : 432 （1842）, Bernard and Hall, I, pp. 319―324.

〔表Ｂ〕　官位表

陸　軍 海　軍 官　位

提　督 General-in-chief Admiral-in-chief 1b Same

総　兵 Brigade-general Senior post-capt. 2a Admiral-of-divisions

副　将 Colonel Junior post-capt. 2b Commodore

参　将 Lietenant colonel Commander 3a Captain

遊　撃 Major Lt. commanding 3b Same

都　司 First captain Sr. lieutenant 4a Commander

守　備 Second captain Jr. lieutenant 5a Naval 1t.

千　総 Lieutenant Sub-lieutenant 6a Lieutenant

把　総 Sergeant
＊Warrant ?＊

＊Ensign ?＊ 7a Ensign

外委千総 Second Sergeant. ＊Chief petty officer＊ 8a Sergeant

外委把総 Corporal ＊Perry officer＊ 9b Lance sergeant

〔出典〕　中国の位階に相当する陸軍の階級については，Mayers, The Chinese Government. 3rd ed., Shanhai, 1897, pp. 65―66. 
を参照。メヤーズは，陸海軍の階級は緑営と同様であると陳べている。150～151頁で，彼は，欧州海軍の階級に関して
中国語に翻訳している。私は部分的にこの二頁から海軍で同じ階級に相当する序列を得た。彼の付表の日付は，1897年
である。そして，commander-in-chief, admiral, vice-admiral, rear-admiral, commodore から始めて，〔それぞれ「水師統
領」，「頭等水師提督」，「二等水師提督」，「三等水師提督」，「水師総統」の如く〕中国側の階級に割り振っているが，そ
れらは中国の伝統的な文書の中に現れない〔架空の〕ものである。これら追加されたものは，提督と総兵の間に落とし
込まれており，その水準からメヤーズは，よく知られた中国の階級を使用し始めている。彼のリストでは，海軍に関す
る最後の三階級も除外されている。それで私は，ここに海軍の同じ階級を作り，私自身の提案には星印を付けた。この
階級表は，本書を通じて使用される。

　　　　最後の序列表は，官位と海軍の同じ階級を示している。Wade, “The Army of the Chinese Empire,” p. 364, から作成
している。しかし，この表は，陸軍と海軍の階級を混合しているように思われるので，ただ比較のために提示したまで
のことである。
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